
情報Ⅰ×探究の実践

データ分析から問を生み出す
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京都産業大学の附属校
2007年に京都市中心部に開校

高校は12～13クラス
2/3以上が京産大に内部進学
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情報って？

じょう-ほう【情報】

①ある事柄についてのしらせ。

②判断を下したり行動を起こしたりするために必
要な、種々の媒体を介しての知識。

③システムが働くための指令や信号。

広辞苑より
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情報で身につけたい３つの力

① 総合的な情報活用能力を身につける

② 自律的適応能力を身につける
　＊どのような時に、何をどう使うか（使い分けができる）

　＊常に移り変わっていく技術や考え方に自ら対応していく力

③ チャレンジ精神とゆたかな発想力を養う
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情報

情報

情報
情報

情報

様々な情報を収集

整理・融合

効果的に表現

モデル化とシミュレーション
プログラミング

情報 １次資料/２次資料

ブレスト・KJ法
　　マインドマップ
　　PDCAサイクル
　　OODAループ
　　企画書

問題解決
新しい価値

情報デザイン

新しい知
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情報モラル

情報デザイン

ディジタル技術

ネットワーク知識

課題発見 課題解決

イ
ノ
ベ
 |
シ
ョ
ン

モデル化と
シミュレーション
イノベーターシップ
（プログラミング）

データサイエンス

探究 



はじめての「課題研究」

情報
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探究
基礎×

３単位構成で授業（高１）



2021年から情報Ⅰへ
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１．情報社会の課題解決Ｑ

課題の発見・解決に情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育む。
課題点の指摘には統計的手法、解決には適切な情報技術の選択・効果的な活用をする。

２．コミュニケーションと情報デザイン
情報デザインを適切かつ効果的に適用してコミュニケーションする力を育む。

３．コンピュータとプログラミング
事象をモデル化して課題を発見したりシミュレーションを通してモデルを評価したりする力、課題の
発見・解決に向けて適切かつ効果的にプログラミングしたり、モデル化やシミュレーションをしたり
する力を育む。

４．情報通信ネットワークとデータの利用
課題の発見・解決に情報通信ネットワークやデータを適切かつ効果的に活用する力を育む。



探究における問づくりの難しさ
Section1

10

Copyright©2021 KyotoSangyoUniversity Junior&SeniorHighSchool All Rights Reserved.



適切な問のイメージ
11

自分事として考えられる話題
（自分たちの生活が豊かに）

ターゲットがアンケート調査
しやすい対象である
（中高生だとWebを使って
の調査がしやすい）

高校生でも検証が可能で、
実験時に数値が測定できる
ものである

夏休み期間で一定調査でき
る規模のもの

身近な社会の中で起こって
いるもの
（ターゲットが身近、起こって
いる場所が近所）

統計データが活用しやすい
もの（ニッチなものはデータ
が存在しない）

はじめての探究
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現実問題①やりたいことがない
12

自分事として考えられる話題
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現実問題①やりたいことがない
13

調べ学習の先入観が先行する。
タテマエテーマ

例）
・カフェイン摂取量と作業効率の違い
・地球温暖化が進む原因と及ぼす被害
・勉強の集中力と朝食について
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現実問題②検証できない
14

ターゲットが
アンケート調査し
やすい対象

高校生でも検証可能

実験時に数値が
測定できるもの
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例）
・ストレス解消法
・関西と関東の比較
・視力が悪くなった原因
・日本人は几帳面だ
・ディズニーとUSJどっち派

長期計測時間が必要。
専用の測定器具が必要。
人の感覚や価値観は測定できない。
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現実問題③壮大なテーマ
16

統計データが
活用しやすい
もの

身近な社会の
中で起こって
いるもの

夏休み期間
で一定調査
できる規模
のもの
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例）
・環境問題について
・日本の未来について
・ゲームが人気なのはストレスを抱えているから
・日韓カップルの破局率が高いのは韓ドラの見過ぎだ！

調査対象の規模が大き過ぎて調べきれない。
あらゆる問題について細かく調べる必要がある。
統計データが存在しない。
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適切な問の立て方
18

身の回りにある「違い」

？

？？

？？
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現実問題④一歩が踏み出せない
19

身の回りに
ある違い

問立てが
できた

一歩が
踏み出せ
ない
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一歩が踏み出せない

・経験不足ゆえ不安
・答えがない問に慣れていない
・進め方がわからない

データサイエンス
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データサイエンスを生かす方法
Section2
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情報Ⅰの履修順は…
22

問題解決
データ

サイエンス

第１章 第４章

「答えのない問い」を見つけるきっかけに
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2.1 やりたいことを生み出す仕組みづくり
23

やりたいことがない…

経験

経験値レベル 経験値レベル

“経験”から感情が生まれる

問いが生まれる
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2.1 やりたいことを生み出す仕組みづくり
24

壮大で抱えきれないテーマ

検証できないテーマ
調査実験を行うことが困難

“自分ごと”では
なくなっていく

身近な日常
データ

データ

新たな問いデータ
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①ブレ―ン
ストーミング

②KJ法で整理
③マンダラート

作成
④アンケート

作成

⑤データ分析基本スキルについて学ぶ

⑥データ分析 ⑦考察を報告
⑧他者の視点

から学ぶ
⑨新たな問を

決める

問いを生み出す手順
【スタート】「身近なことで人によって違いが出そうなこと」
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

1.「身近なことで人によって違いが出そうなこと」について

　ブレーンストーミングする
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

2. KJ法を用いて整理し、最も違いが出そうで興味深い問いを

　予備調査の対象にする
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

3. マンダラートを用いて、その違いはどのような違いなのか

　など、選んだ問いを深めていく
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

4. 3.で出た疑問を解決するために、GoogleFormsを用いて

　予備調査アンケートを作成し、実施する
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

5. データ分析についての考え方やスキルについて学ぶ

①ピボットテーブルによるクロス集計（Googleスプレッドシートを用いて）
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

5. データ分析についての考え方やスキルについて学ぶ

②ヒストグラム・散布図の基本について学び、グラフを作成する
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

6. 予備調査アンケートの結果をあらゆる観点から分析し、

　考察などをワークシートにまとめる
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

7. 学年全員分のアンケートデータや分析結果・考察を

　Googleスプレッドシートで共有する
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（例）生徒Aの分析・考察
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

8. 学年全体の予備調査結果・考察から、ブレーンストーミン

　グなどを用いて興味や疑問をさらに広げる

約400件のデータから興味のあるものを閲覧し、
自分の予備調査アンケートの結果・考察との比較を行う

対象

分析方法
テーマの関

連性

考察
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

9. 対象・分析・考察の違いや、テーマの関連性などから出て

　きた興味や疑問から新たな問いを見つける

「新たな問い」の発見

仮説（自分なりの結論）を考える

テーマ

探究・研究

未知の領域

未知の領域

既知の領域

探究・研究

既知の領域
≒小中高の勉強
で覚えることなど
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（例）生徒が考えたテーマ

「使わないお土産を買わない　～希少性の原理を打ち砕け～」

「心の状態と記憶の関係
　～関係の深い深くないでは記憶の定着にどのような影響があるのか～」

「人間が美味しいと感じる食べ物が高カロリーなのは本能が関係している！？
　～美味しいものは甘くて脂っこい～」

「京都府民原黒すぎひん？　～そんなことない！テレビの影響！？～」

「地図の要らない地図　～99%迷わない～」

「最高な勉強方法　～集中したい時、こんな曲を聴こう！～」

「身長差が運動能力にどれだけ影響しているのか　～様々な競技で比較～」
Copyright©2021 KyotoSangyoUniversity Junior&SeniorHighSchool All Rights Reserved.
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ８ ９５

9. 対象・分析・考察の違いや、テーマの関連性などから出て

　きた興味や疑問から新たな問いを見つける
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問が決まれば企画書へ

夏休みの調査計画を立てる

• 文献調査（論文など先行研究を調べる）
• 統計データ分析（散布図で相関関係）
• アンケート調査（ピボットテーブル）
• 実験（メカニズムを解析、解決法を検証）
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（例）文献調査 「論文などで先行研究を調べる」

石垣尚男・清水陽介（2003）『標的サイズと投球コントロールの正確性』
CiNii https://ci.nii.ac.jp/naid/80016238747
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（例）統計データ分析１

《全国の婚姻件数と持ち家数の関係》

増
加

増
加

都市部、地方部における地域コミュニティの衰退 - 国土交通省
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h17/hakusho/h18/html/H1022100.html　2021.5.25 

「当たり前のことでもデータで確認する」
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都道府県データランキング　https://uub.jp/pdr/j/kakukazoku.html　2021.06.30

田舎の方が近所づきあいしている 高齢化率の高い都道府県程、核家族世帯は少ない

https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h17/hakusho/h18/html/H1022100.html
https://uub.jp/pdr/j/kakukazoku.html


１位 ２位 ３位

にんじん
消費量 沖縄 岩手 福島

便秘 埼玉 福島 岐阜

42

（例）統計データ分析２ 「分析してみて分かる事実もある」

野菜の消費量と疾患の少なさの関係
（都道府県別比較）

出典：地域の入れ物 https://region-case.com/rank-h29-onion/　2021.6.9
　　　都道府県別便秘調査 https://www.glico.com/assets/files/20141015+NR　2021.6.9

消費量　多い
便秘の患者　少ない

【福島】

便秘予防の効果あり

【にんじん】

42

出典：厚生労働省　総務省統計局
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https://region-case.com/rank-h29-onion/
https://www.glico.com/assets/files/20141015+NR
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「見えない真実を明らかにする」（例）アンケート調査

Copyright©2021 KyotoSangyoUniversity Junior&SeniorHighSchool All Rights Reserved.
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（例）実験 「考えた解決法の効力は実験で検証する」

歌詞がない曲

自然音歌詞がある曲

丸つけも
終了！
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研究成果をプレゼンテーション
Section3

45
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夏休み明けにリハーサル
46

Chromebookでスライドを表示 プレゼンター

Chromebookで録画

ルーブリックに従って
聴き手はフィードバック



内化と外化、個人と集団

全ての学びは必ず以下のパターン当てはめる

• 内化→外化→内化→外化
「内化→外化」のサイクルは繰り返すことでスパイラル的に学
びを深化させることができ、成長の実感へとつながる

• 個人→集団→個人

学びは個人で考えるところから始まり、個人で考えるこ
とで終わる

47
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OUTPUT

＜ハード面＞
知識・スキル

＜ソフト面＞
発想力・想像力・
表現力・人間力

承認やメタ認知からの内省

外化

内化
フィードバック・評
価

データ 情報 知識 知恵

複数のデータを整理
意味付け（価値を付加）

情報を統合・
再構築（論理化）

「知識」に対する深い
理解から得られる
概念の習得

外化・内化の反復による
OODAループを経て

情報を知恵に昇華する

48

Copyright©2021 KyotoSangyoUniversity Junior&SeniorHighSchool Takashi Morimoto All Rights Reserved.



理想のプレゼン＝ルーブリック
49

生徒が「大切だ」と
分析した箇所を分
類分けして、評価の
観点を明確化す
る。

教員が一方的に知を与える
のではなく、生徒が内発的に
知を生み出すカラクリは、こう
いう細部にも使っている。プレ
ゼンや探究の手法に正解は
ない。
だから探究を「探究する」とい
うことをテーマに掲げている。
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課題発見
客観的な情
報収集

情報を分析 具体策の決定
実行

仮説の検証
考察・まとめ

PBL
OODAループ

Problem-based Learning

仲間との対話を繰り返しながら、課題を創造的・発展的に解決する

プレゼン
ポスター
論文

探究の型を身に付ける

協働

50
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学びのスパイラルアップ構造
51

問題解決力

表現力（プレゼン、情報デザイン）

探究力
（リサーチ、分析）

１年情報 課題研究（個人）

１年情報 チームでのPBL

２年人間力講座

3年キャリアデザイン

情報学

１年次に２ターン経験

型を身につける

２・３年次には応用力を
身につける

Copyright©2021 KyotoSangyoUniversity Junior&SeniorHighSchool All Rights Reserved.



知性

品格

気概

個人の知識
思考の深さ情報科思考コード

校訓との
関連性

チームにおける
課題解決レベル

価値の創造
課題解決
Innovation

Design
Action

全体関係
変換操作

３
変容

A3
チームとして分業と協

業、知的な連携を行い、
課題解決を図る

B3
データに基づいた高度
な知識ネットワークを拡
大し、実態に即した課題

解決を図る

C3
イノベーションを起こし、
創造的解決をすること
で、より豊かな社会を創

造する

他者理解
協働

Collaboration
Communication

Respect

カテゴライズ
複雑操作

２
複雑

A2
共感的理解

情報を共有する
チームで相談・分業など

協力できる

B2
メタ認知・自己分析

チームで共有した情報
を分析・統合できる（集

合知）

C2
チームで議論を繰り返
し、情報を自分達なりに

再構築できる

自律・自立
Learning

D.I.Y

単純関係
手順操作

１
単純

A1
知識スキル習得

自分で基本的なことがで
きる

B1
目的に対して最適な手

段を選択
データに基づく情報の分

析・統合

C1
情報を自分なりに再構

築できる
自分の言葉で独自の意

見を言える

A
知識・理解思考

B
論理的思考

プログラミング的思考

C
創造的思考

知識・技術 応用・論理 批判・想像

Knowledge
Skill

Application
Programing Thinking

Literacy

Critical Thinking
Imagination

Creative
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制約のある所に創造は生まれる

創
造
性

自由度が高い きつい制約

創造性大

創造性小 創造性小



知

知の消費者 知の生産者

知

自ら学ぶ

ファシリ
テート

54
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利用･引用･参考文献URL一覧

＜利用引用参考文献＞
• 新村出 編（2008）『広辞苑第六版』岩波書店
• 京都工芸繊維大学情報科学センター 

生態行動科学レポート プレッシャーの最適水準
 http://www.cis.kit.ac.jp/~kida/2007/b06.pdf（2021.07.10）

※生徒の取り組み紹介の中で使用したものは各ページに記載

＜資料内挿絵＞
• いらすとや https://www.irasutoya.com/（2021.07.30）

http://www.cis.kit.ac.jp/~kida/2007/b06.pdf
https://www.irasutoya.com/


情報Ⅰ×探究の実践

データ分析から問を生み出す
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京都産業大学附属中学校・高等学校

森本 岳・石井 雅人・岡﨑 菜微
【共同研究者】 中村亮太、黒川朝代、牛尾祐人、福永貴之、青木勲

ご清聴ありがとうございました。


